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事務局からのお知らせ 

 

1. 平成 16 年度通常総会報告 

平成 17 年 5 月 19 日（木）13：00 より日本教育

会館にて開催された。 

事務局より会則 24 条により総会が成立している

旨の報告を受け、太田健一郎会長を議長に下記議案

について審議した。 

・議案第 1 号 平成 16 年度事業報告 

・議案第 2 号 平成 16 年度決算および監査報告 

・議案第 3 号 平成 17 年度事業計画 

・議案第 4 号 平成 17 年度予算案 

議案第 1 号および２号について谷生事務局長より

報告、鈴木監査より監査報告があり、出席者の満場

一致で承認された。議案３号、4 号については、事

務局長より提案説明がされ、承認された。 

 

２．行事報告 

（1）第 114 回定例研究会 

平成 17 年 2 月 18 日（金）13：30 より学士会館

にて開催。講演は、「SOFC 開発の最近の動向と基礎

科学的話題」と題して、東北大学多元物質科学研究

所融合システム部門教授 水崎純一郎氏、「固体高分

子電解質を用いた電気化学プロセスの行方」と題し

て（独）産業技術総合研究所関西センター所長代理 

竹中啓恭氏によってなされた。講演予稿は、本誌に

資料として掲載している。 

参加者数 72 名（会員 53 名、非会員 19 名） 

（2）総会特別講演（第 115 回定例研究会） 

平成 17 年 5 月 19 日（木）13：40 より日本教育

会館にて開催。講演は、「「パタゴニア水素-風力計画」

調査報告」と題して、横浜国立大学大学院 太田健一

郎氏、三菱重工業(株) 勝呂幸男氏、川崎重工業(株) 

神谷祥二氏、「水素ステーションの現状」と題して

（財）エンジニアリング振興協会 戸室仁一 氏、「福

岡における水素プロジェクト」 と題して九州大学大 

学院佐々木一成氏によってなされた。講演予稿は、 

本誌に資料として掲載している。 

参加者数名 133 名（団体会員 44 名、個人会員・学

生会員 36 名、非会員 53 名） 

 

 

 

（3）共催・後援等行事 

・FC EXPO2005「第 1 回国際燃料電池展」 共催 

 1 月 19 日～21 日、東京ビックサイト 

出展 240 社、見学者 20,000 名以上 

・8th Asian Hydrogen Energy Conference 共催  

（旧呼称・日韓合同水素エネルギーシンポジウム。

第７回まで韓国と日本が２年置きに開催していた

が、今回より中国含め標題の 3 カ国。） 

日時：5 月 26 日、27 日 

 場所：中国（北京）清華大学 

参加者数：日本 18 名（発表者数；口頭 14 名）、

韓国 19 名、中国約 50 名 

・エネルギーフォーラム 後援 

2 月 4 日、名古屋産業技術記念館 

・第 42 回日本伝熱シンポジウム 共催 

6 月 6 日～8 日、仙台国際センター 

・風力再生型自然エネルギー・燃料電池国際会議＆

見本展 後援 

6 月 7 日～10 日、アクトシティー浜松 

・再生可能エネルギー2006 国際会議 協賛 

平成 18 年 10 月 10 日～13 日、幕張メッセ 

 

３．行事予定 

下記行事を予定しております。是非ご参加下さい。 

・第 116 回定例研究会（7 月 1 日、三重大学 ） 

・特別講演会「安全性と規制緩和」 

10 月 6 日（木）9：45～17：15 

 会場：タワーホール船堀（133 頁参照） 

・第 25 回水素エネルギー協会大会 

12 月 14 日（水）、15 日（木） 

会場：タワーホール船堀（136 頁参照） 

実行委員長：東京大学 堤敦司 

行事予定詳細、国際会議情報などは、本協会ホーム

ページをご覧下さい。www.hess.jp 

 

４．入退会（平成 17 年 1 月 1 日～6 月 10 日） 

(1) 新入会会員 

・団体会員：（担当者） 

有限会社プロ・コンサル&トレイダーズ（新田 修） 

http://www.hess.jp/
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新コスモス電機株式会社（江浦 昭彦） 

株式会社 宮入バルブ製作所（藤原 慶太） 

株式会社 価値総合研究所（加納 達也） 

田中貴金属販売株式会社（古川 久） 

株式会社 感性デバイシーズ（永井 礼正） 

日本エア・リキード株式会社（平瀬 育生） 

千代田化工建設株式会社（岡田 佳巳） 

財団法人 石油産業活性化センター（菊川 重紀） 

豊田通商株式会社（高井 茂樹） 

・個人会員：（所属機関名） 

盛満 正嗣（同志社大学） 

神取 勇  （カンドリ工業） 

大平 勝秀（東北大学） 

幸田 穣  （NOK 株式会社） 

伊達 陸宏（株式会社矢野経済研究所） 

中村 哲則（トータル・トレーディング・ 

インターナショナル・エス・エー） 

黒川 盛幸（化学工業日報社） 

玉浦 裕  （東京工業大学） 

榎 浩利  （独立行政法人 産業技術総合研究所） 

榎本 正敏（昭和電工株式会社） 

門出 政則（佐賀大学） 

伏信 一慶（東京工業大学） 

里川 重夫（社団法人 日本ガス協会） 

本間 琢也（燃料電池開発情報センター） 

中林 優  （コスモ石油株式会社） 

高中 公男（芝浦工業大学） 

田中 秀明（独立行政法人 産業技術総合研究所） 

野村 幹弘（東京大学大学院） 

宮田 知幸（財団法人 大阪科学技術センター） 

相原 賢治（財団法人 大阪科学技術センター） 

池田 浩之（中央電気工業株式会社） 

魚住 忠司（村田機械株式会社） 

武石 薫 （静岡大学） 

小関 和雄（燃料電池開発情報センター） 

吉武 優 （旭硝子株式会社） 

金竹 隆志（東京電機大学） 

・学生会員 ： なし 

(2) 退会会員 

・団体会員：田中貴金属工業株式会社 

・個人会員：小島 隆二、五藤 靖志、平沼 健、 

小島 泰志 

・学生会員：川口 慎 

(3) 現在会員数 

・団体会員： 57 社 

・個人会員：153 名（休会 1 名含む） 

・学生会員： 2 名 

 

５．会員増強に対するお願い 

国内外では以前にもまして水素エネルギーに対し

て熱い目が向けられてきております。そこで、この

機会をとらえますますの会員の増強をはかり、更に

活動の充実を図りたいと考えております。会員の関

係者で、水素エネルギー一に興味のある方または応

援して頂けそうな方々にお声を掛け入会のお誘いを

して頂けたら有り難いと思っております。本会の活

動及び入会の案内は、本紙の後半に記載されており

ますので、宜しくお願い致します。 

 

６．水素エネルギーニュース発行について 

年 2 回の会誌の発行のみでは、なかなか水素に関

する情報をタイムリに会員の皆様にお届けできない

という反省に基づいて、水素エネルギー協会編集委

員会では、「水素エネルギーニュース」を不定期の

発行ですが皆様にお届けしております。ご期待頂き

たいと思います。また、会員諸氏からの忌憚の無い

アドバイスを心よりお待ちしております。併せ、情

報の提供をして頂けたら幸いです。連絡先は、下記

「広告掲載のお願い」の欄に記した所です。 

 

７．資料の掲載について 

メーカーが自社の製品(ただし、水素エネルギーに

関するもの)を有料(1 万円／頁:最大 3 頁)で紹介出来

るページを設けました。是非とも皆様および関係者

の参加をお願い致します。 

 

８．広告掲載のお願い 

会誌及び水素エネルギー協会大会予稿集に掲載す

る広告を募集しております。1 頁当り 3.5 万円です。 

連絡先：横浜国立大学 教育人間科学部内 

水素エネルギー協会事務局 

担当：谷 生
たにしょう

重晴、米富美登代 

TEL/FAX：045-339-3996 

E-mail：secretary@hess.jp www.hess.jp                   
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